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美術館と連携した鑑賞授業の実践
一美術館の出張講座による実物作品の鑑賞授業一
牧原竜浩
美術作品の鑑賞授業において，対話による鑑賞授業が求められている中で，図版や写真を用いた鑑賞
だけでなく，実物の鑑賞の重要性もさけばれている。しかしながら，美術館へ足を運ぶことが困難な実
情を抱えた学校も少なくない。同時に，美術館側から学校へ作品を貸出し，鑑賞授業の充実を図る試み
も増えてきている。国立美術館が主催する研修と，このたび，当校で行われた美術館による出張講座で
の鑑賞授業の実践による成果と課題を報告する。
1 . はじめに
独立行政法人国立美術館が主催する「美術館を活用し
た鑑賞教育の充実のための指導者研修」が，平成26年 8
月 4 日（月） ~s 月 5 日（火）の 2 日間，東京国立近代
美術館，国立新美術館で行われた。受講者は小• 中学校
教員（国公私立校の教員），美術館学芸員，指導主事で，
全国から 10 0名を対象としていた。各都道府県及び各
政令指定都市教育委員会が受講希望者を 1~2 名に取り
まとめ，国立美術館研修担当宛に推薦するものだった。
広島県では，私と博物館の学芸員の 2名が推薦された。
この研修の目的は， 「子どもたちの健やかな成長のた
めには，幼い頃から芸術・文化に触れることが重要であ
り，小•中学校においても，鑑賞教育は重要な教育活動
とされている。このような鑑賞教育の重要性を踏まえ，
全国の小• 中学校等の教員と美術館の学芸員などが一堂
に会してグループ討議等を行うことにより，美術館を活
用した鑑賞教育の充実及び学校と美術館の一層の連携を
図るため，本研修を実施する。」というものだった。
この指導者研修のユニークな点は，学校や地域間のみ
ならず，職種も超えているところにある。立場の違う三
者が集うことにより，他の研修会では得られない意見交
換や，研修後のネットワーク形成が可能になっている。
またプログラムには，課題作品の前で約4時間も話し合
う「グループワーク」や，メンバーを入れ替えながら会
話を続ける「ワールドカフェ」が取り入れられ，受講者
が主体的に関わることにより，この 2日間の研修の成果
を， 自分の職場や地域に指導者として還元できることが
期待されている。
この研修の後， 11月 17日（火）に広島県立美術館が
開催する「美術作品鑑賞教室」出張講座をおこなってい
ただけることとなった。これは，広島県立美術館が所蔵
する優れた美術作品を学校に持ち込み，本物の作品を用
いた鑑賞授業を年に数回行われているもので，主に遠隔
地の学校を対象に，希望する学校が申請して，選考され
て決定されるものである。このたび，美術館の御好意で
当校が選ばれた。鑑賞授業の指導者研修で学んだことを
生かせる場としておこなった鑑賞授業の様々な課題点を
まとめてみた。
2 グループワークでの鑑賞授業の課題
研修 l日目のグループワークは，東京国立近代美術館
を会場におこなわれた。私の参加したグループは， 1名
（中学校教諭 7名，指導主事 l名，学芸員 3名）で，フ
ァシリテータを中心に活動した。メンバーは遠隔地の課
題を含んだ鑑賞指導という共通の課題を持ち合わせてい
た。実物作品を前に鑑賞授業をおこなうことが，図版や
画像を用いた授業とどのような違いがあるのか，そして，
グループワークにおいて生徒たちが自分の意見を発言し
やすいようなコミュニケーションの図りかたの工夫など
を学んでいった。
前半は2人組で互いの似顔絵を描き合い，次に 4人組
でアートカードを用いてゲーム形式で問題を出し合っ
て，コミュニケーションを図りながら自由な発言や見方
を促すような内容で和やかな雰囲気でおこなわれた。後
半は，課題作品《臥龍梅》 （丸木位里）を全員で鑑賞し
た。大きい屏風型の作品は見る位置や細かい部分で印象
が変わることや，単純な墨絵のようで実はかなり手の込
んだイメージがつくられていることなどを感じながら，
作品から如何に多くの情報を紡ぎ出し，その情報から自
分なりの解釈をつくり，価値を見出すか，創造的な鑑賞
としての対話を用いたギャラリートークとした。その後，
中学生を想定して鑑賞プログラムを考案した。美術館，
学校という「場」を設定し，プログラムを完成させるこ
とが目的ではなく，連携をどのように取り入れ，効果的
なプログラムを考えればよいか，課題を共有しながらそ
の必要性を実感するワークショップと捉えての活動だっ
た。
この活動を通して，大切なのは，ウォーミングアップ
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